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提出論文は全 7 章から構成されている。「第 1 章 序論」では，研究背景となった土砂災害の現状





章 雲仙火山噴火災害対策」では，第 2 章での施工実績をもとに，雲仙火山噴火災害対策における
砂防堰堤建設に大々的な適用を試みている。その際，有人化施工可能な場合を明らかにするととも
に，火砕流対策としての無人化施工法を考案・実施し，多くの有用な知見を得るとともに，更なる





り一般的に適用可能な水平打ち継ぎ目のせん断抵抗性能評価式を提案している。「第 5 章 現地発生
土砂活用工法の環境への影響」では，⑤六価クロムの溶出問題と施工時の騒音問題について検討し，




ラウェシ州のバワカラエン山の大規模山体崩壊における砂防対策である。「第 7 章 結論」では，
各章で得られた重要な知見を総括するとともに，今後の現地発生土砂を活用した砂防施設建設に関
する展望について言及している。 
以上のように本論文は，甚大な土砂災害の発生に伴う現地発生土を効率的に活用した砂防施設建
設の設計・施工に関して，多大の寄与をするものと評価できる。 
学位審査委員会は，砂防分野において極めて有益な成果を得るとともに，広く土木工学，防災工
学の進歩発展にも貢献するところが大であり，博士（工学）の学位に値するものとして合格と判定
した。 
 
